


















要約:幼児の日常運動量の減少が生活習慣病の要因の一つとされている。幼児の日常運動

量の現状把握と、幼児に必要かつ適切な運動の種類とその日常運動への採り入れ法を例示

することが求められている。いずれの命題の解決のためにも、幼児の日常運動と遊びの定

量ないし半定量化が必須である。190 名の 5、6 歳児を対象に定量的日常生活運動量分析

を実施しているが、今回、定量的運動負荷である Bruce 法によるトレッドミル負荷中の心

拍変動、酸素摂取量ならびに万歩計による歩数計測を解析した結果、心拍数と歩数によっ

て幼児の運動の定量化が可能になったので報告する。


